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は し が き

昭和 43年秋から県内 15地先において､促成栽培によるコンプ企業化試験が3ケ年計画で開始され､

この促成コンプについて､主としてむつ市関根地先で観察測定を行在った.又､促成種苗培養試験を行

なって培養技術について検討した.生産された種苗は､適品種遠私 企業化試験などに使用した｡

1 促成種苗培養試験

試 験 場 所

センター､平内町茂浦､むつ市関根

試 験 方 法

i)室内培養試験

培養は､第 1回 (10月8日- 12月18日)､第2回 (12月 24日～ 2月7日)の2回行を

った｡母藻は､第 1回は有珠産ヤヤンコンプ､易国間養殖ヤヤンコンプ､易国間マコンブ､第2回

は易国問産マコンブを使用した｡

第1回払 温度別恒温培養 (8℃､ 12℃､ 16℃)1,500IJuX 15時間照明､ ES培養液､

10日毎換水で行ない､窮 2回は､温度別 (8℃､ 12℃､ 16℃)､照明時間別 (10､ 15､

20時間､ 12'C)､培養液別 (ES､シュライバー他､ 12'C)培養 を行なったが､照度は約

3,0001｣uxとし 海水は 70℃殺菌ろ過海水を使用した｡

J'j)海中培養試験

易国間養殖ヤヤンコンプ､易国間産マコンブを母藻として､ 1O月14日に採苗したコレクター

を水深 2m､ 47nVC垂下 し､発生状況を観察した.

試 験 結 果

i)第 1回培養の経過は､第 1表のとおDで､温度別培養では､最初高温の方が生長が良か ったが､

最終的IKは 8'Cが良好夜露巣を示 した.種苗は､ 11月下旬の本養成時には､～0.2- lc舵で番生

していた. (第1表参照)

弟 2LDj培養の経過は窮 2表のとおDで＼温度別培養では 12oCが良く､照明時間別培養では､最

初 2O時間照明が艮かったが､その後の生長は 15時間照明が良か った.培養液別培養ではES培

養液添加が最 も艮かった｡

以上の結果から､培養温度は 8- 12℃､ 3,00OLux､15時間庶明､ ES培養液添加が安全

夜培養方法と考えられる｡
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第 1表 弟 1回培養武威経過 (10月8日採宙)

試 験 名 区 分 10月 16日 10月31日 12月

6日 12月 18日温 産 別 培 養 8Jc 1細胞の配偶体 0.2掘死 2cm12oC

2- 5細胞の配偶体 0.2 枯 死16JC 1--4細胞の配偶体 0.25

JV室 温 培 養 多細胞の配偶体 配 偶 体 配 偶

体母 藻 別 培 養 マ コ ン ブ 配偶体と芽胞体 0.15 5.1cm養殖ヤヤンコンプ 一グ 0.51 2.5

ヤヤンコンプ 配 偶 体 0.10 5.8

第2表 第 2回培養試験経過 (12月24日採苗)

試 験 名 産 分 1月10日 1月20

日 2月 4 日温 度 別 培 奉 8 oC

0.08 湖 0.9 凋椛 5 mm12 vC 0.15 腐陀 1 mm 8 nm16 oC 配 偶 体 0.5 屈従 4裾

裾頗 明 時 間 別培 養 液 別 培 養 ES10

時間照明 Sch.+etc 0.09掘死0.07 mm 0

.9hm0.9裾裸 5 裾死5裾椛E

S 0.15楯曙 2.25腐搾 2 cm15時間頗明 Sch.+etc 0.08 h3m 1

用花 8 戯S

ch. 0.10 掘曜 1.25棚 2 掘死ES20時間照明 ES+etc 0.5

0 箱花0.15棚 2.5 Am1.25湖椛 1.5cm8ij)海中培養試験水深別 (27nと47n)による差はあまbみられず､両者共コレクターの上部が下部に比戟

して生長がよかった. しか



調 査 方 法

5月中旬から9月上旬までの間､毎月 1回コンプ約20本を採集 し､葉長､葉巾､湿重量を測定し､

子蛮斑の形成､-イ ドロノアの付着状況を観察 した.

調 査 結 果

測定結果は第3表のとおbで､葉良 薬巾､湿重量共か夜須固体差がある｡葉長は､調査期間中あ

まb変らず､平均 3-3･57花内外であった｡葉巾払 12C椛から16C･7nとやや増加 し､湿重量は 5-

6月で約3O0- 4005､ 7- 8月で約5OO5､ 9月で約700g と増加 した｡

子褒環の形成は､ 6月中旬以後みられ､-イ ドロノアは7月中旬頃から付着し､以後急激に増加した.

この促成コンプの母藻は､川吸塵マコンブであるが､葉巾が狭いため製品規格上問題があれ -イ ド

ロブ了の付着もあって､予想した収量が得られなかった｡このため､本年度の母藻をヤヤンコンプと

易国産マコンブとした｡

3. 2年 コンプ養殖調査

昭和 42年 11月下旬に東通村野牛地先の水深 87nに沈設した天然採蔚底層延縄式の2年コンプに

ついて観察測定 した.

測定は 7月24日､平浮子 1個に着生 していた 22本について行なったが､結果は第3表のとおb

である｡

野牛地先水深 37nの天然コンプよbやや大型であったが､乾燥歩留Dではやや劣っておD､これは

水深の差vcよるものと思われる.

第 3表 コンプ測定表

調 査 月 日 葉 長 葉 巾 湿 重

: 量5.156.157. 178.ll9. 9･E. 8.15･赦.赦 7.24･At戎漆 7.25 210～ 505 cmTL 7.5- 16.5cqt 17

0 - 510g(555) (12.

5) (515)250--557 8.5- 1
7.0 170 - 660(596)

(15.1) (452)255--500 9.5- 22.5 2列〕～ 1,010.

(558) (15.5) (512)22]～ 566 10.0--21.0 265
- 995(525) (15.7) (559)

225- 570 10.5--22.5
444 - 1,580(554) (-15.6)

(705)100～ 557 9.0
- 28.0 260 - 1,420(205)

(15.0) (497)70- 4
90 8.0--55.0 1部 ～ 1,8刃(25]) (20.0) (706)

70～510 9.0- 26.0 90 - 1,260(211) (17.4) (52

7)舜 :




